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食物の摂取時には味覚,咲覚ないしは口腔内の機械的

刺激により,胃液や勝液が分泌されるOこれら消化液の

分泌は頭相分泌 とよばれる反射性活動で,副交感神経活

動の増加とそれに伴 う内分泌物質の作用によって生じる

ものである｡食物を口腔内に取 り込む過程においてすで

に副交感神経活動が増加 し,食物が嘩下される以前に消

化のための準備状態になることは生体にとって都合がよ

い反応である｡ しかしその一方で,食物摂取を開始する

と,交感神経による神経性調節と血中カテコールアミソ

による液性調節によって,動脈血圧および心拍数が増加

する1)｡すなわち,食物摂取にともなう自律性反応には,

副交感神経のみならず交感神経の活動も重要な意味を持

つ｡

しかしながら,口腔感覚と交感神経系の活動 との関係
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についてはほとんど解明されていない｡通常,摂食や飲

水,姿勢変換や運動などの随意的な行動開始時には交感

神経活動は増加するが,これは高位中枢からの｢見込み｣

制御磯横によって生じると考えられている｡しかし,食

物摂取時にみF,れる交感神経活動の増加を詳細に検討す

ると,実際に食物の口腔内への取 り込みが起こってから

生じることが分かる2)｡したがって,この現象には口腔領

域からの感覚情報が大いに関係 していると考えられる｡

そこで我々は,口腔感覚 と交感神経活動の関係を調べ

ることを目的として,歯根膜敵械受容器や阻噂筋筋紡錘

からの感覚情報が交感神経活動に及ぼす影響を検討 し

たoそのなかで,副腎髄質ホルモンの分泌を調節してい

る副腎交感神経活動がラットの切歯-の機械的刺激によ

り増加することを明らかにした3~6)｡この副腎交感神経活

動の増加は歯への単なる圧刺激によっても生じたが,大

脳皮質電気刺激により誘発 した阻噂運動様の リズミカル

な下顎運動中にテス ト試料 として木片を暁合させること

により一層著明になった(図1).ところが,上顎神経と

下歯槽神経を切断してあらかじめ歯根膜感覚情報を遮断

したラットでは,皮質誘発性の下顎運動中に木片を瞭合

させても副腎交感神経活動の増加は生じなかった (図

2)｡これらの知見は,校合にともな う副腎交感神経活動

の増加は歯根膜からの感覚情報によって生じていること

を意味する0-万,皮質誘発性の下顎運動中に下顎を牽

引して歯を接触させずに閉 口筋筋紡錘からの感覚情報を

積檀的に増加させても,副腎交感神経活動に変化は見ら

れなかった｡すなわち,筋紡錘感覚情報は副腎交感神経

活動に影響は及ぼさないと言える｡

木片の噴合

55

図 1 麻酔ラット切歯間での木片の校合が副腎交感神経活動に及ぼす影響 :木片を

校合させると神経活動は増加した.Calibration:5mm,0.5mV,100spikes.
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図2 上顎神経および下歯槽神経切断後の切歯間での木片の瞭合が副腎交感神経活

動に及ぼす影響 :木片を瞭合させても神経活動には明らかな変化は認められな

かった.Calibrationは図1と同じ.

副腎髄質ホルモンであるア ドレナリンやノルアドレナ

リンの分泌は,闘争や逃走のような生体に緊急事態が要

求されるときに増加し,循環機能や代謝作用などに重要

な働きを担 うことはよく知られた事実である｡また,蘇

酔動物を用いた実験によると,皮膚への侵害性刺激に

よって分泌が増加すると報告されている｡しかし,我々

は食物の阻噂時に加わる非侵害性の機械的刺激による歯

根膜機械受容器からの感覚情報が,副腎髄質機能を調節

していることを明らかにした｡この結果は実際の食物摂

取時にもこの反射が磯能していることを示姥するもので

ある｡

これまで口腔感覚による反射性制御については,顎舌

運動に関しての研究が進んでいる｡しかし, 口腔感覚と

自律神経系との関連性についての研究は不十分であり,

これからの発展が期待される領域である｡
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